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（議事日程） 

日程第１  報告事項   令和３年度目黒区立学校卒業生の進路状況につい

て 

日程第２  報告事項   令和３年度目黒区立学校におけるいじめの状況に

ついて 

日程第３  報告事項   めぐろ区民キャンパスレストラン施設使用料等に

係る延滞金の債権放棄について 

日程第４  報告事項   区立学校等における新型コロナウイルス感染者の

発生状況について 
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長       令和４年第１８回目黒区教育委員会定例会を開会します。本

日の欠席委員、欠席職員はいません。署名委員は、笹尾委員で

す。 

        それでは、日程第１を議題とします。 

 

（日程第１   令和３年度目黒区立学校卒業生の進路状況について（報告事

項）） 

 

○教育指導課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですのでこの報告を受けました。 

        次に日程第２を議題とします。 

        

（日程第２   令和３年度目黒区立学校におけるいじめの状況について（報

告事項）） 

        

○教育指導課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     まず、資料の７ページの表の「（５）いじめる児童・生徒への

特別な対応状況」の項目で、保護者への報告がない事例がいくつ

かありますが、報告していない理由を教えてください。 

        次に、資料の３ページの「（６）いじめられた児童・生徒のそ

の後の状況」の項目で、家庭の事情により転校した事案が２件あ

りました。いじめがあったにも関わらず、いじめを原因とせず、

家庭の事情により転校したとのことですが、その後も追跡調査

を行っているのか教えてください。 

○教育指導課長 １点目の社会通念上のいじめの認知件数と保護者への報告件

数が同数でない件ですが、加害児童が特定されていない事案や、

加害児童と被害児童双方からの聴取により、正確な事実を把握

することが困難な事案については、保護者への報告が難しいた

め、件数に入っていません。 

        ２点目の家庭の事情により転校した２件につきましては、そ

の後、いじめが解消された状況にあると把握しています。 

○委員     いじめ問題に対する熱心かつ丁寧な取組の定着が、認知件数
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の増加に寄与しているという印象を受けました。 

        電子機器によるアンケートの導入などにより、情報収集の方

法も多様になったため、いじめの認知件数が増えたと捉えてい

ますが、いじめの認知件数が増えていることについて、事務局で

はどのように捉えていますか。 

○教育指導課長 学校生活アンケートは、年３回以上実施することとしており、

児童・生徒が事実と向き合い、自分の気持ちを素直に表現できる

方法の一つであると考えています。 

実際、いじめ発見の端緒として、「本人からの訴え」の件数に

ついて推移を調べたところ、小学生では、アンケート調査を通し

て自分の状況を伝えている件数が、年々増加傾向にあります。一

方、中学生では、身近な大人に相談している件数の方が増加して

います。 

いじめの認知件数の増加は、いじめにつながる言動を把握でき

ていること、また、子どもたちもアンケート調査を活用しながら、

訴えることができていることの現れであると認識しています。 

        法令上のいじめの認知件数が増加しても、早期発見・早期対応

ができているため、社会通念上のいじめの増加を防ぐことがで

きていると捉えています。 

○委員     子どもたちの間で活発で激しい議論をする中では、他者を否

定するものと捉えられかねない表現も出ることがありますが、

そのような議論は人間の成長には必要なことであると自身の体

験から考えています。学校では、いじめの発生を防ぐため、必要

以上に制限をかけることなく、対話的な教育により子どもたち

の成長を促すよう指導していただきたいと思います。これは要

望です。 

○教育長    その他ご質問等ありますか。 

        特にないようですのでこの報告を受けました。 

        次に日程第３を議題とします。 

        

（日程第３   めぐろ区民キャンパスレストラン施設使用料等に係る延滞金

の債権放棄について（報告事項）） 

 

○八雲中央図書館長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですのでこの報告を受けました。 
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        次に日程第４を議題とします。 

        

（日程第４   区立学校等における新型コロナウイルス感染者の発生状況に

ついて（報告事項）） 

        

○学校運営課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですのでこの報告を受けました。 

 

〇教育長    その他なにかありますか。 

以上で本日の定例会を閉会します。 

 

（午前１０時１４分閉会） 


